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御 茶 の 水 キ リ ス ト の 教 会 

3月5日(月) 

神 は 聞 い て く だ さ い ま す                

聖書朗読  詩篇 5編 

私が神の御子の名を信じているあなたがたに対してこれらのことを書いたのは，

あなたがたが永遠のいのちを持っていることを，あなたがたによくわからせるた

めです。何事でも神のみこころにかなう願いをするなら，神はその願いを聞いて

くださるということ，これこそ神に対する私たちの確信です。私たちの願う事を

神が聞いてくださると知れば，神に願ったその事は，すでにかなえられたと知る

のです。                       Ｉヨハネ 5:13～15 

 

いつもの癖で，ある朝，職場から妻に電話をかけました。妻は私に，一時的に態

度が悪くなっている 14 歳の息子に私から話をしてくれるように頼んできました。

数分後に息子に電話をかけ，「お父さんだ」と言うと，「またお説教かよ」と返して

きました。まさしく，よく言われるようなコミュニケーションの失敗の一例の状況

です。  

神は，私たちとの交わりにあって，常にその交わりを明らかにしてきました。 

『神は，実に，そのひとり子をお与えになったほどに，世を愛された。それは御子

を信じる者が，ひとりとして滅びることなく，永遠のいのちを持つためである。』(ヨ

ハネ ３:16)  

私たちが神の愛を信じる時，私たちは喜んで神の声に耳を傾け，神に従います。

私たちが神の愛を理解しているなら，私たちは自分を弁護したり，神に対して腹を

立てることもないでしょう。私たちは，神の平安を受けるのです。息子との対話を

図りながら、父なる神様に従い、その平安と御力に安らぎを見い出したいと思いま

す。 

 

讃美歌  492 

祈 り 天にまします愛するお父様。対峙の恐れなくあなたに直接語りかけられ

ることに感謝いたします。あなたが私たちの祈りを聞き私たちがあなた

の声に耳を傾けることができるのも，イエス様の血と聖霊のおかげです。 

       イエス様の御名を通して。アーメン。  

グレン・アウス  

オレゴン州 ポートランド 

(翻訳:斉藤雅子 2003年) 



3月6日(火) 

神 様 の お 働 き             

聖書朗読  エペソ ２:1～10 

あなたがたのうちに良い働きを始められた方は，キリスト･イエスの日が来るまで

にそれを完成させてくださることを私は堅く信じているのです。  ピリピ 1:6 

 

建築現場で私たちは良くこのような看板を見ませんか。・・・「工事中」。神様な

ら，ご自分の働きを看板に，こんな風に書かれるのではないでしょうか。「神が工事

中」。あなたの過去を掘りくり返し，神様のあなたに対するお働きの看板を取り出し

てごらんなさい。きっと「神が工事中」と書かれているのではないでしょうか。地

球の核，彗星の中心，果てしなく広がる宇宙の外側にも，やはり，ぼろぼろになっ

た神様のお働きのしるしの看板をあなたは見るでしょう。 

神様がご自分のお働きを，このような看板を立てて私たちにお見せになりたい

と思われるなら，私たちはそこら中に「神が工事中」の看板を見るのではないでし

ょうか。夜，鏡の中の自分を見てご覧なさい。そこにも，「神が工事中」のサインを

あなたは見るでしょう。 

自分が神に造られた者である事を忘れてはいけません。神様はまだ私たちへの

お働きを終えられてはおられないのです。 

 

毎日が新しい始まりです。 
わが魂よ，聞きなさい。喜ばしき歌を 
古い悲しみや過ぎ去った罪にもかかわらず 
前に広がる困惑や来るべき苦しみにもかかわらず 
今日という日に元気をだして，再び始めましょう。 

   Susan Coolidge 
 

讃美歌 518 

祈 り 天のお父様。御力と恵みを崇めます。あなたが私に直接に働きかけてく

ださり，そのお働きが私の生涯にわたって続く事に畏敬の念を持ってう

たれます。喜んであなたにあずかる者となるよう導いてください。 

      イエス様の御名により。アーメン。 

スティーブ・ルイス 

テキサス州 ヒル 

(翻訳:山形静代  2003年) 

3月7日（水） 

言 葉 使 い         

聖書朗読  箴言 16:23〜24 

悪いことばを，いっさい口から出してはいけません。ただ，必要なとき，人の徳を

養うのに役立つことばを話し、聞く人に恵みを与えなさい。        エペソ 4:29 

 

私達は，人に冒涜的な言葉を使うように教えられているのでしょうか。冒涜的な

言葉を使う人が多いので，そのような言葉を使ってもいいのでしょうか。モーセの

律法の下では罪であり(出エジプト記 20:7)，死によって罰せられました(レビ記 

24:13t〜16)。 

ミシガン州上訴裁判所は，女性や子どもの近くで不道徳な言葉を使うことを100

年間犯罪にしてきた法を，最近破棄しました。裁判所が破棄する結論を出したのは，

その法によって州住民がほとんど有罪になってしまうという理由からでした。女性

専門家が最近テレビで言っていましたが，小学生以下の子どもが不道徳な言葉を使

うことに問題は無く，親は心配するべきではないそうです。 

言葉が人に与える影響を考える必要があります。自分の神聖な名前が不当に使

われることを，神は間違いなく嘆いています。小さい子どもさえ公に神の名を冒涜

しているのが，著しく頻繁に聞かれます。もちろん，小さい子どもが神の名を冒涜

してはいけないと知るには，敬虔な大人が正しい言葉を使ってみせるようにして適

切に教えなければなりません。 

正しい言葉使いによって，神と人は祝福を受けます。ソロモンによれば，口と舌

を守ることで災いを避けられ(箴言 21:23)，『時宜にかなって語られることばは，

銀の彫り物にはめられた金のりんごのよう』(箴言 25:11)です。 

 

聖 歌 265 

祈 り 敬愛する神様，私が自分の言葉を清くしておけますように。神様を敬愛

しつつ，神様の御名をいつも言えますように。 

      イエスの御名により。アーメン。 

ドナ・フォード・ホワイト 

ミシガン州 リンカンパーク 

(翻訳:泉田和彦  2003年) 



3月8日（木） 

高 齢 者 の 恩 恵             

聖書朗読   詩篇 ７１：９〜１２ 

私は，私を強くしてくださる方によって，どんなことでもできるのです。 

                                                         ピリピ ４：１３ 

 

年をとるにつれ，私たちはますますキリストを必要とするようになります。心の

重荷を負うことなしに，年をとることのできる人は少ないものです。誰でも，年を

とるにつれて，何かしらの重荷を負うことになるのではないでしょうか。私たちは

うぬぼれ，偽り，無分別，約束の反故，軽はずみな言葉などから作られた鎖を引き

ずっています。たとえば，自分には非がないのだけれども，ねじれてしまった家族

や友人，同僚との関係。また一方では，魅力的で才能にあふれた愛すべき人たちが，

彼らの成功をねたむ敵を作ったりするものです。 

かつて米国が英国の植民地であったころ，独立宣言の起草者トーマス・ジェファ

ーソンの助言者であり，アメリカの独立宣言書署名者でもあるジョージ・ワイズは，

聡明で法に基づく考えを持った人物のひとりでした。しかし，彼は８０歳のときに，

兄弟の孫息子に毒殺されてしまいました。唯一の目撃者は，彼の調理人兼家政婦で

したが，かつて奴隷だったこの女性は，白人に不利になる証言をすることを決して

承諾しませんでした。 

ダビデは，王として，また軍を統率する者の役目を負ったことが理由となり，年

を取ったときには多くの敵がいました。ダビデの権力は衰え，彼を憎む人たちから

危害を受けやすくなりました。ダビデは自分を強めてくださいと神様に熱心に祈り，

神様はその祈りを聞き入れてくださいました。 

人生を重ねていくと，家族から裏切られたり，健康を損ねたりすることがありま

すが，そのようなときに，私たちは神様にあって強められます。というのは，神様

は私たちをご自身の家に連れて行ってくださると約束してくださっているからです。 

 

聖 歌 233 

祈 り 父なる神様。私たちを傷つけようとしている人や，私たちの成功や幸福を

妬んでいる人から守ってください。力が弱くなっているとき，ともにいて

ください。あらゆる力が，あなたによるものです。 

       イエス様の御名において。アーメン。         

リンダ・Ｊ・ジョーンズ 

オクラホマ州 エドモンド 

(翻訳:村越克子  2003年) 

3月9日（金） 

信 仰 の 飛 躍           

聖書朗読  マタイ14:22～36 

それは，人にはできないことです。しかし，神にはどんなことでもできます。 

                              マタイ19:26 

 

イエス様の生涯のなかで，もっともすばらしい話の一つは，イエス様が水の上を

歩かれた話です。イエス様は，嵐をなだめたり，食べ物を数倍にしたり，あらゆる

病気を治したり，触れてはいけないものにさわったりして，いつも弟子たちを驚か

せ続けていました。この湖上を歩くという話は，とりわけ，イエス様が行った数々

の不可能な業のなかでも，特別な話の一つといえるでしょう。 

ペテロはしるしがほしかったのです。奇跡の証拠が欲しいという彼の要求に対

し，イエス様は彼を水の上へと招きました。「来なさい」。しばらくの間，ペテロは

神様の力をじかに分けてもらって水の上を歩きました。彼が経験したことは，イエ

ス様お一人のみに許されていたことでした。ペテロの信仰の飛躍が，彼が水の上を

歩くことを可能にしたのです。 

しかし，信仰の飛躍は誤解されやすいものです。自分がしたいことで，その気持

ちを抑えることができない時に，それらの行いを何でも正当化するために使われが

ちです。「それは信仰によって即座に行なわれた」と単に言い張ることができます。 

たった一つの違いが信仰と愚かさを区別します。それは，イエス様の差し伸ばされ

た手です。もし，ペテロが他の時に水の上を歩こうとしたなら，泳ぐことになった

でしょう。しかし今回，そこにはイエス様がいらっしゃってペテロを励まし，招き，

待っていてくれました。ペテロは，主から目をそらせたときに，ぬれただけでした。 

 

讃美歌 319 

祈 り お父様。あなたの導きは私が今日求めているものです。私はあなたの信

義と正しさを信頼します。私の目があなたを見つめ続けられるように，

私に途切れることのない焦点を与えてください。 

      イエス様の御名において。アーメン。 

マイク・プラザー 

テキサス州 プレインヴュー 

(翻訳:ゲラ弘美 2004年) 



3月10日（土） 

最 後 の 言 葉           

聖書朗読  Ⅰコリント 4:1〜5 

結局のところ，もうすべてが聞かされていることだ。神を恐れよ。神の命令を守

れ。これが人間にとってすべてである。          伝道者の書 12:13 

 

ソロモンは裕福で賢い王でした。聖書にも「ソロモン王は，富と知恵とにおいて，

地上のどの王よりもまさっていた」と書かれています。彼は欲しいものすべてを手

にしていました。アメリカにおいて彼は成功のシンボルです。もし彼が本を書いた

ら，世界中の会社が成功のためにこれをお手本とするでしょう。 

実際，彼は本を書いています。伝道者の書です。ここで彼はその富を喜んではい

ません。いや，むしろ疎ましくさえ思っています。そして，神は人間に労苦を与え

ていると書いています（伝道者の書 3:10）。ほとんどの人は，神様から労苦を与え

られたいと思わないでしょう。しかし，もし地位や富に対して幸せを感じられなか

ったら，人間は何に喜びを感じればよいのでしょう？ 

ソロモンは伝道者の書の最後に，神を恐れ，神の命令を守ることが人間にとって

のすべてであると書いています。それが，この問いに対する答えです。そして，「神

を尊敬し，神の言葉に従う」。これが最も賢い彼が書いた最後の言葉です。 

 

真に心から 
あなたの最も近くにあるように 
あなた自身によって創られた王国で 
主よ，あなたについていきます 
                 F・T・Palgrave 
 

讃美歌 365 

祈 り 親愛なるお父様。真にあなたを求めます。あなたは私達の神です。 

       イエス様の御名を通して。アーメン。 

コリン・パッカー 

テキサス州 ダラス 

(翻訳: 田嶋 雅子 2004年) 

3月11日(日) 

神様にあなたの人生をお任せしよう                 

聖書朗読  詩篇 25：18〜10 

主よ，私のたましいは，あなたを仰いでいます。       詩篇 25：1 

 

C・S・ルイスは30歳の時には，無神論者で，キリスト教が誤りであることを証

明しようとしました。ところがこの冒険は，驚くべき結果を迎える事になり，彼は

全く変えられて，今日では，キリスト教界を代表する人物の1人となりました。彼

のケンブリッジ大やオックスフォード大での講義や，ラジオ番組，著作物は，今で

もクリスチャンの証し関連の本として重要なものであります。 

この名誉ある著者であり，証し人は，長年にわたり，クリスチャンの思想におい

て，重要な影響をもたらしてきました。ルイスは，イエス様が次のように言われて

いるのを知った時，イエス様を信じました。『わたしの教えは，わたしのものではな

く，わたしを遣わした方のものです。だれでも神のみこころを行なおうと願うなら，

その人には，この教えが神から出たものか，わたしが自分から語っているのかがわ

かります。』（ヨハネ 7：16〜17）。イエス様は，神様のみこころを理解したいのな

ら，神様がおっしゃる事をまずやってみなさい，と呼びかけていらっしゃいます。 

 

讃美歌 519 

祈 り   恵み深い主よ。どうぞ私の生活の中であなたの教えがいつも第一である

ように助けてください。 

イエス様の御名によって。アーメン。 

スタンレー・Ｅ・セイヤーズ 

オクラホマ州 ダンカン 

(翻訳:鈴木めぐみ  2004年) 


